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１．市民参画手続の実施状況  

⑴ 令和３年度の市民参画手法の実施状況について 

令和 3 年度に市民参画手続を実施した政策等(条例制定や計画書策定等 )は 20 件

でした。  

このうち、市民参画条例で意見公募手続を実施することが義務付けられている対

象事項(条例第 6 条第 2 項各号)に該当する政策等は 16 件で、このうち意見公募手

続を実施した政策等は 14 件(実施総件数 18 件)でした。実施しなかった 2 件のうち

1 件は平成 27 年度に実施済みで、 1 件は審議会等で審議中の政策等であり令和 4 年

度に意見公募手続を実施する予定です。 

市民参画条例では複数の参画手法により市民参画手続を実施することが努力義

務として規定されています。令和 3 年度は意見公募手続以外に、審議会等、意見交

換会、ワークショップなどが市民参画手続として実施されました。  

審議会等については、20 政策等のうち 11 政策等で実施されました。 

意見交換会については 2 件実施されました。まず｢あかしＳＤＧｓ推進計画 (第 6

次長期総合計画 )及びあかしＳＤＧｓ前期戦略計画 (まち･ひと･しごと創生総合戦

略(第 2 期))策定｣においては令和 3 年 12 月 17 日より 5 回開催し、延べ 49 人参加

のもと 14 件の意見をいただきました。また｢第 2 期スポーツ振興計画(スポーツ推

進プラン)策定｣においては令和 4 年 2 月 8 日及び 16 日に非公開で開催し、59 人参

加のもと 3 件の意見をいただきました。  

ワークショップについては 3 件実施されました。まず｢あかしＳＤＧｓ推進計画

(第 6 次長期総合計画 )及びあかしＳＤＧｓ前期戦略計画 (まち･ひと･しごと創生総

合戦略(第 2 期))策定｣においては令和 3 年 5 月 29 日に開催し、11 人の参加をいた

だきました。また｢環境基本計画策定｣においては令和 3 年 7 月 25 日及び 8 月 7 日

に開催し、延べ 45 人の参加をいただきました。また｢あかし健康プラン 21(第 3 次)

策定｣においては令和 3 年 8 月 3 日および 19 日に非公開で開催し、延べ 32 人の参

加をいただきました。  

その他の手法については、5 件実施されました。まず｢第 2 期スポーツ振興計画(ス

ポーツ推進プラン )策定｣においては、無作為抽出した市内在住の 20 歳以上の人

(2,000 人)に対して基礎資料としてアンケートを実施しました。また｢一般廃棄物処

理基本計画改定｣においては、無作為抽出した市内在住の 16 歳以上の世帯主(1,000

人)に対してごみに関するアンケートを実施しました。また｢第 4 次地域福祉計画策

定｣においては、地区社会福祉協議会、市社会福祉協議会理事･評議員等、民生委員･

児童委員及びボランティア連絡会(計 540 人)に対して福祉に対する意識や地域活動

への参加状況などについてアンケートを実施しました。また｢認知症あんしんまち

づくり条例制定｣においては、認知症カフェ (7 箇所)及び認知症家族会(2 団体)に参

加する認知症当事者やその家族並びにその運営団体に対して条例素案についての

ヒアリングを実施しました。また｢第 3 期あかし教育プラン(教育振興基本計画 )策

定｣においては、小学校、中学校、特別支援学校及び幼稚園等就学前施設 (私立含む)

の教職員･保護者代表に対して書面で意見を求めました。  
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◎各市民参画手法の実施状況  

政策等数 

：20 件 

（16 件）  

市民参画手法  

意見公募  審議会等  
意見  

交換会  

ﾜｰｸ 

ｼｮｯﾌﾟ 
公聴会  その他  計  

実施件数  
18 件  

(14 件 )※ 1  

延べ 11 件  

(8 審議会 ) 
2 件 3 件  － 5 件 39 件  

意見数  1,129 意見   17 意見   －  53 意見  1,199 意見  

参加者数   
95 人  

(傍聴者数 ) 
108 人  88 人  －  1,746 人  2,037 人  

（  ）の数は、対象事項 (条例第 6 条第 2 項各号 )に該当する政策等の数  

※ 1 対象事項に該当する政策等数 16 件中、意見公募手続を実施しなかった 2 件のうち 1 件は  

平成 27 年度に実施済みで、 1 件は令和 4 年度に実施予定。  

 

★経年比較  

[実施件数比較 ] 

 

政策等数  

市民参画手法  

意見公募  審議会等  
意見  

交換会  

ﾜｰｸ 

ｼｮｯﾌﾟ 
公聴会  その他  計  

R3 20 件 (16 件 ) 18 件 (14 件 ) 11 件  2 件  3 件  －  5 件  39 件  

R2 10 件 ( 9 件 ) 8 件 ( 7 件 ) 6 件  －  1 件  －  －  15 件  

H31 13 件 (10 件 ) 10 件 ( 8 件 ) 6 件  4 件  －  －  1 件  21 件  

（  ）の数は、対象事項 (条例第 6 条第 2 項各号 )に該当する政策等の数  

 

[１件あたりの意見数､参加者数比較 ] 

  

市民参画手法  

意見公募  審議会等  
意見  

交換会  

ﾜｰｸ 

ｼｮｯﾌﾟ 
公聴会  その他  

R3 
意見数  63 意見   9 意見 － －  27 意見 

参加者数   9 人  54 人 29 人 －  582 人 

R2 
意見数  27 意見   －  －  －  －  

参加者数   6 人  －  40 人  －  －  

H31 
意見数  21 意見   117 意見  －  －  －  

参加者数   12 人  182 人  －  －  3,265 人  
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⑵ 市民参画手続実施の成果について ～意見公募手続による成果～ 

令和 3 年度に意見公募手続を実施したのは、政策等 20 件のうち 18 件でした。こ

の 18 件のうち 16 件で意見が提出されました。  

意見が提出された 16 件のうち 8 件において政策等(案)を修正しました。その内

容は以下のとおりです。 

◎意見公募手続における意見の提出状況と意見の反映状況  

意見公募手続において意見が提出された政策等数  16 件／ 18 件  

意見が提出された政策等のうち政策等 (案 )を修正した政策等数  8 件／ 16 件  

★意見公募手続により修正した政策等 (案 )の修正概要  

修正した政策等名  修正概要  

あかしＳＤＧｓ推進計

画 (第６次長期総合計画 )

及びあかしＳＤＧｓ前

期戦略計画 (まち･ひと･

しごと創生総合戦略 (第

２期 ))策定  

・指定都市への移行を目指す根拠が示されていないとい

う意見を受けて、移行の目的は市民サービスのさらな

る向上に向けた権限移譲であることが分かるよう表現

を修正しました。  

・医療ケアが必要なこどもやその親への支援、さらなる

教育の充実等を図る取組を記載すべきとの意見を受け

て、主な施策に｢医療的ケア児等への支援｣｢ヤングケア

ラーの早期発見･支援｣｢持続可能な開発のための教育

(ＥＳＤ)の推進｣を追記しました。  

・都市インフラ設備の日常的な点検･維持と計画的な更新

について記載すべきとの意見を受けて、主な施策に｢道

路･橋梁の維持管理｣を追記しました。 

・環境に配慮した経済活動の考え方の記載の提案を受け

て、主な施策に｢国や県の取組等の調査･研究 (グリーン

ライフ･ポイント、グリーンリカバリーの推進など )｣を

追記しました。  

・その他、文言の修正や例示の追加等の意見を受けて、

それぞれ修正及び追記しました。  

工場立地法の特例措置

及び周辺地域における

生活環境等の向上に資

する取組の推進に関す

る条例制定  

事業者に寄付を求める行為を条文化することは、寄付文

化に対する敬意が感じられないうえ寄付の本質が自発性

であるにも関わらず明らかに寄付という負担を強要して

いるという意見を受けて、表現を｢寄附｣から｢費用を拠出｣

に修正しました。  

すべての人が自分らし

く生きられるインクル

ーシブなまちづくり条

例制定  

・前文の文体が常体(である調)で読み手に教示する印象を

与えるという意見を受けて、敬体 (です･ます調)へ修正

しました。  

・雇用労働関係の中で不平等が生じる環境を表す用語は

｢職場環境｣ではなく｢就労環境｣のほうが適切という意

見を受けて、表現を修正しました。  

・あらゆる差別の解消に取り組むのが｢みんなで｣はなく

｢市｣だけとなっているという意見を受けて、表現を修正

しました。  
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修正した政策等名  修正概要  

第２次生涯学習ビジョ

ン策定  

・ウィズあかしを拠点とした市民活動団体の事例や登録数

など分野型市民活動団体の現状に触れられていないと

の意見を受けて、ウィズあかし登録制度を活用している

個人･団体数や市ボランティア連絡会の登録数などを追

記しました。  

・第 3 章から第 4 章へのつながりがないとの意見を受け

て、表現の整理や組み換えを行いました。  

・その他、文言の修正や例示の追加等の意見を受けて、そ

れぞれ修正及び追記しました。  

環境基本計画策定  

持続可能な仕組みを取り入れた施設のモデルケースを

作ることを計画に盛り込むべきという意見を受けて、Ｓ

ＤＧｓの理念に沿って｢市や公共施設において率先して取

り組む｣を追記しました。  

認知症あんしんまちづ

くり条例制定  

・｢市｣が市域を表すのか行政主体を表すのか整合性が取

れていないとの指摘を受けて、｢市｣の定義を見直し、

整合性を図りました。  

・地域組織の役割としての見守りの対象に認知症本人だ

けでなくその家族も含めるべきという意見を受けて、

見守りの対象を修正しました。  

・その他、分かりやすい表現での記載を要望する意見を

受けて、それぞれ表現を修正しました。  

あかし健康プラン２１

(第３次 )策定  

統計資料等が具体的な取組の前に掲載されており計画

の内容が分かりづらく計画全体の構成を変更すべきとい

う意見を受けて、統計資料は巻末にまとめ直しました。  

第３期あかし教育プラ

ン (教育振興基本計画 )策

定  

障害児施設における教育･保育についての記載がないと

いう意見を受けて、就学前施設との連携、特に小学校に上

がる前の障害児施設に通う子どもの保護者に対する就学

相談の充実について追記しました。  

意見を受けたうち、修正を行わなかった理由としては主に、①条例や計画の運用

面に関する質問や意見、②意見公募した政策等とは完全に一致しないが関連する施

策等への意見が挙げられます。これらについては、実現可能なものについては対応

していく旨がそれぞれの意見公募結果にまとめられています。  

つまり、条例や計画を直接的に修正する以外でも意見を取り入れようとする意向

が示されており、市民参画手続により、より充実した施策展開等が実施されている

ことが伺えます。  

これら以外にも、条例等には反映しないが、運用面に反映するという対応をとる

政策等もあり、各部署ともできるだけ意見を汲みいれようと努めています。
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⑶ 市民参画手続の実施原則の実施状況  

手  法  実施原則 (※ ) 実施件数  原則の手続を実施しなかった主な理由  

共 

通 

複数手法  

複数の参画手法を併用している  13 件 /20 件  

・市民に義務を課し､又は､権利を制限する条例ではないが、市民の理解が必要であることを考慮して意見公募手続のみを実施したため。  

【旧優生保護法被害者等の尊厳回復及び支援に関する条例制定 (9 月議会 (否決 )／ 12 月議会 )】  

・令和 4 年度に意見公募手続を実施予定のため。【ジェンダー平等の推進に関する条例制定】  

・平成 25 年度から平成 27 年度の間に、住民投票条例検討委員会の開催、市民フォーラムの実施､及び､意見公募手続を実施したため。  

【住民投票条例制定 (否決 )】  

・新型コロナウイルス感染症が拡大する状況で、早急に条例改正する必要があったため。  

【新型コロナウイルス感染症の患者等に対する支援及び差別禁止に関する条例改正】  

・水上オートバイによる人の生命･身体に危険を及ぼしかねない行為があったことを踏まえ、緊急に条例制定する必要があったため。  

【水上オートバイ等の安全な利用の促進に関する条例制定】  

・令和 4 年度以降の国庫補助金申請要件に本計画策定が義務づけられ､かつ､特定の市民が対象となるものであるが、入居者等の理解が必要であるこ

とを考慮して意見公募手続のみ実施したため。【公営住宅等長寿命化計画策定】  

 
うち、対象事項に該当しない政策等  

（条例第 6 条第 1 項）  
1 件 /4 件  

・（再掲）【旧優生保護法被害者等の尊厳回復及び支援に関する条例制定 (9 月議会 (否決 )／ 12 月議会 )】  

・（再掲）【公営住宅等長寿命化計画策定】  

意
見
公
募 

実  施  

 18 件 /20 件  
・令和 4 年度に実施予定のため。【ジェンダー平等の推進に関する条例制定】  

・平成 27 年度に意見公募手続を実施したため。【住民投票条例制定 (否決 )】   
うち、対象事項 (条例第 6 条第 2 項各号 )

に該当する施策についての意見公募手続  
14 件 /16 件  

 
うち、対象事項に該当しない政策等  

（条例第 6 条第 1 項）  
4 件 /4 件    －  

実施公表  2 以上の方法で公表している  18 件 /18 件    －  

意見公募  

期間  
公募期間を 30 日以上とっている  17 件 /18 件  

9 月議会に議案提出するにあたり、短期間の意見公募ではあるが提出された意見を条例案に反映しようとしたため。  

【旧優生保護法被害者等の尊厳回復及び支援に関する条例制定 (9 月議会 (否決 ))】  

結果公表  
提出された意見の概要、意見に対する検討結果

及びその理由を 2 以上の方法で公表している  
18 件 /18 件    －  

審

議

会

等  

男女比  男女いずれもが委員総数の３割以上  6 件 /8 件  
・多くの当事者等から意見を聴く場とするため。【 (仮称 )あかしインクルーシブ条例検討会】  

・関係機関･団体に対する充て職であるため。【社会福祉審議会】  

委員数  20 人以内  5 件 /8 件  

・市の最上位計画である総合計画を策定するにあたり、多くの意見を反映するため。【あかしＳＤＧｓ推進審議会】  

・多くの当事者等から意見を聴く場とするため。【 (仮称 )あかしインクルーシブ条例検討会】  

・社会福祉に関する各分野の関係者で組織する必要があるため。【社会福祉審議会】  

公募市民  公募による市民が委員総数の 2 割以上  2 件 /8 件  

・早期に検討を開始する必要があり、公募手続きに必要な期間を確保できなかったため。【工場緑地のあり方検討会】  

・有識者及び当事者等から意見を聴く場とするため。【 (仮称 )あかしインクルーシブ条例検討会】  

・有識者等から意見を聴く場とするため。【ジェンダー平等の実現に関する検討会】  

・法令で委員構成が定められているため。【社会教育委員会議】【社会福祉審議会】  

・広報あかし及び市ＨＰで公募したが、応募者 2 名に留まったため。【交通安全対策会議】  

委員名簿  委員の氏名、選任の区分等を公表している  8 件 /8 件    －  

公  開  会議を公開で開催している  4 件 /8 件  

・新型コロナウイルス感染症拡大による緊急事態宣言により、オンライン開催 (1 回 )したため。【あかしＳＤＧｓ推進審議会】  

・新型コロナウイルス感染症対策により、オンライン開催したため。【 (仮称 )あかしインクルーシブ条例検討会】  

・新型コロナウイルス感染症対策により、非公開で開催 (2 回 )したため。【環境審議会】  

・新型コロナウイルス感染症対策により、書面開催 (1 回 )したため。【社会福祉審議会】  

公  表  会議録を公表している  8 件 /8 件    －  
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手  法  実施原則 (※ ) 実施件数  原則の手続を実施しなかった主な理由  

意
見
交
換
会 

実施公表  2 以上の方法で公表している  1 件 /2 件  対象者へ直接通知したため。【第 2 期スポーツ振興計画 (スポーツ推進プラン )策定】  

公表時期  開催日の 2 週間前までに公表している  1 件 /2 件  対象者に対して実施したため。【第 2 期スポーツ振興計画 (スポーツ推進プラン )策定】  

開催記録

公表  
2 以上の方法で公表している  1 件 /2 件  対象者へ開催報告したため。【第 2 期スポーツ振興計画 (スポーツ推進プラン )策定】  

ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ 

実施公表  2 以上の方法で公表している  2 件 /3 件  対象団体へ直接通知したため。【あかし健康プラン 21(第 3 次 )策定】  

公表時期  開催日の 2 週間前までに公表している  2 件 /3 件  対象団体に対して実施したため。【あかし健康プラン 21(第 3 次 )策定】  

開催記録

公表  
2 以上の方法で公表している  2 件 /3 件  

対象団体へ開催報告､及び､学識経験者等で構成する｢あかし健康プラン 21(第 3 次 )の策定に向けた懇談会｣で報告したため。  

【あかし健康プラン 21(第 3 次 )策定】  

そ
の
他
の
手
法 

実施公表  
実施に必要な事項を 2 以上の方法で公表して

いる  
0 件 /5 件  

・対象者 (対象団体 )に対して実施したため。  

【第 2 期スポーツ振興計画 (スポーツ推進プラン )策定】【一般廃棄物処理基本計画改定】【認知症あんしんまちづくり条例制定】  

・対象団体等へ調査票を配付したため。【第 4 次地域福祉計画策定】  

・学校園長会 (市教育委員会内 )及び保育所長会 (私立含む )で主旨説明のうえ、メールで依頼したため。  

【第 3 期あかし教育プラン (教育振興基本計画 )策定】  

公表時期  実施日の 2 週間前までに公表している  0 件 /5 件  

・対象者へアンケートを郵送したため。【第 2 期スポーツ振興計画 (スポーツ推進プラン )策定】  

・アンケート内容を検討する審議会の開催が 5 月 28 日であったため。【一般廃棄物処理基本計画改定】  

・対象団体等へ調査票を配付したため。【第 4 次地域福祉計画策定】  

・対象団体を訪問し、ヒアリングしたため。【認知症あんしんまちづくり条例制定】  

・学校園長及び保育所所長へ依頼したため。【第 3 期あかし教育プラン (教育振興基本計画 )策定】  

結果公表  2 以上の方法で公表している  5 件 /5 件   －  

※  実施原則は、平成 25 年度に策定した｢市民参画手続の実施に関する判断基準｣に基づく。
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２ 政策提案の取扱状況  

以下のとおり、1 件の提案がありました。  

◎提案内容 

提出日 政策等の名称 担当課 

令和 3 年

11 月 25 日  

明石市市民参画条例第 20 条に規定された｢市民参画推

進会議｣の継続的設置を遵守し、同条例に定めた同推進

会議の任務を遂行し、市の市民参画が適正に行われてい

るかどうかをチェックする機能を発揮できるように、市は同

条例を遵守すること。 

コミュニティ･ 

生涯学習課  

政策等の趣旨、目的、背景  （※提案書より）  

市民参画推進会議は同条例および施行規則によると、委員は 2 年任期で市長が委嘱す

るとされているが、市のＨＰによると 2016 年度 (平成 28)末 (2017 年 3 月 )までを任期とする委

員を最後に、新たな委嘱が行われておらず、推進会議開催の報告も 2016 年 (平成 28)7 月

25 日の会議を最後に報告がない。会議録によると、2011 年（平成 23）11 月に発足した推進

会議は 2013 年 (同 25) 10 月の答申を最後に終了し、2016 年 (同 28)3 月に発足した第 2 次

推進会議は同年 7 月の答申でもって任務を終了している。その後は会議開催や活動の報告

はなく、新たな推進会議委員は委嘱されていない。  

同推進会議は、明石市自治基本条例に定めた「市民自治のまちづくり」を保障する「市民

の行政への参画」が適切に行われているかどうかを不断にチェックし、市民参画手続の運用

全般に関する事項について市長等に意見を述べる重要な付属機関である。  

こうした重要な機関の設置を 5 年間も委嘱せずに放置していることは、市が自治基本条例

や市民参画条例を遵守せず、市民参画を軽んじている証明にもなる。  

近年、市の重要な施策について「市民参画」手続きが適正に行われず、市民の声を市政

に反映する手順がなおざりにされていることが目立っており、この 9 月議会で 3 つの議案が否

決された背景にも「市民参画」の手順が適正に行われていないことが指摘されており、重要な

市政の課題になっています。 

市は速やかに市民参画推進会議を再起動させて、この間の市民参画のあり方の検証や是

正を行うべきであります。 

政策等の内容（具体的な対象、手段等）  （※提案書より） 

① 市民参画推進会議の委員を速やかに委嘱し、市民に公開された推進会議を開催する。  

② 推進会議が“空白 "になっていたこの 4 年間の市の市民参画手続きの運用を検証し、諸

施策についての市民参画手続きの運用が適正であったかどうかの検証を実施する。  

③ 市は推進会議の意見に基づき、市民参画手続きの運用改善をすすめる。  

④ 市民参画条例の施行から 10 年を超えており、条例に規定した市民参画の手続き等が現

時点で適正なものかどうかを、市民の意見を広く聞きながら改善を図る。  

◎提案に対する検討･対応について  

市民参画推進会議の開催要望については、対象事項 (条例第 6 条第 2 項各号に掲げる

事項 )に該当しない提案であるが、法令遵守の推進等に関する条例第 31 条に基づき、令

和 4 年度に市民参画推進会議を開催することとしました。  

また、同会議で市民参画手続が適正に運用されているのかを検証し、その運用や市民

参画条例規定の改善について検討することは、市政の基本的な事項を定める条例の改正

(同項第 3 号 )に関することとして提案全体を広く捉え、政策提案に該当するものとし、

本提案については実施することとしました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 参考資料編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※担当部署名は令和３年度現在  
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１．市民参画手続の実施詳細  

⑴ 市民参画手続が必要となった政策等一覧  

   

局
 
名

課
 
名

意
見

公
募

審
議

会
等

意
見

交
換

会
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

公
聴

会
政

策
公

募
そ

の
他

複
数

の
市

民
参

画
手

法
の

併
用

意
見

公
募

手
続

の
実

施
（

条
例

第
６

条
第

２
項

に
該

当
す

る
政

策
等

に
限

る
。

）

1

旧
優

生
保

護
法

被
害

者
等

の
尊

厳
回

復
及

び
支

援
に

関
す

る
条

例
制

定
(
9
月

議
会

)
【

否
決

】

政
策

局
市

長
室

R
3
.
9

【
否
決
】

条
例

第
6
条

第
1

項
○

2

旧
優

生
保

護
法

被
害

者
等

の
尊

厳
回

復
及

び
支

援
に

関
す

る
条

例
制

定
(
1
2
月

議
会

)

政
策

局
市

民
相

談
室

R
3
.
1
2

条
例

第
6
条

第
1

項
○

3

あ
か

し
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
計

画
(
第

6
次

長
期

総
合

計
画

)
及

び
あ

か
し

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

前
期

戦
略

計
画

(
ま

ち
･

ひ
と

･
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

(
第

2
期

)
)
策

定

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
4
.
3

あ
か

し
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
計

画
(
第

6
次

長
期

総
合

計
画

)
及

び
あ

か
し

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

前
期

戦
略

計
画

(
ま

ち
･
ひ

と
･
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

(
第

2
期

)
)
を

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
あ
か
し
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
審
議
会

○
○

4

工
場

立
地

法
の

特
例

措
置

及
び

周
辺

地
域

に
お

け
る

生
活

環
境

等
の

向
上

に
資

す
る

取
組

の
推

進
に

関
す

る
条

例
制

定
【

否
決

】

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
4
.
3

【
否
決
】

工
場

立
地

法
に

基
づ

き
、

特
定

工
場

の
緑

地
面

積
等

の
敷

地
面

積
に

対
す

る
割

合
に

関
す

る
基

準
を

定
め

る
と

と
も

に
、

特
例

工
場

の
周

辺
地

域
に

お
け

る
生

活
環

境
等

の
向

上
に

資
す

る
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
新

た
に

条
例

を
制

定
す

る
。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

〇
工
場
緑
地

の
あ
り
方

検
討
会

5

す
べ

て
の

人
が

自
分

ら
し

く
生

き
ら

れ
る

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

ま
ち

づ
く

り
条

例
制

定

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
4
.
4

す
べ

て
の

市
民

が
大

切
に

さ
れ

、
誰

一
人

取
り

残
さ

れ
る

こ
と

の
な

い
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

な
社

会
が

実
現

す
る

た
め

の
指

針
と

し
て

、
新

た
に

条
例

を
制

定
し

よ
う

と
す

る
も

の
。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

○

(
仮
称
)
あ

か
し
イ
ン

ク
ル
ー
シ

ブ
条
例
検

討
会

6
ジ

ェ
ン

ダ
ー

平
等

の
推

進
に

関
す

る
条

例
制

定
政

策
局

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

推
進

室
R
4
予

定

性
別

等
に

よ
る

不
平

等
が

な
く

、
市

民
そ

れ
ぞ

れ
が

自
分

の
意

思
で

生
き

方
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
、

も
っ

て
す

べ
て

の
人

が
そ

の
個

性
と

能
力

を
十

分
に

発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
社

会
を

実
現

す
る

た
め

、
条

例
を

制
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等

の
実
現
に

関
す
る
検

討
会

令
和

4
年

度
に

意
見

公
募

手
続

を
実

施
予

定
の

た
め

。
令

和
4
年

度
に

実
施

予
定

の
た

め
。

7
住

民
投

票
条

例
制

定
【

否
決

】
総

務
局

総
務

課
R
3
.
9

【
否
決
】

自
治

基
本

条
例

に
基

づ
き

、
住

民
投

票
の

実
施

に
関

し
必

要
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

に
つ

き
、

新
た

に
条

例
を

制
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

平
成

2
5
年

度
か

ら
平

成
2
7
年

度
の

間
に

、
住

民
投

票
条

例
検

討
委

員
会

の
開

催
、

市
民

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

実
施

､
及

び
､

意
見

公
募

手
続

を
実

施
し

た
た

め
。

平
成

2
7
年

度
に

意
見

公
募

手
続

を
実

施
し

た
た

め
。

8
第

2
次

生
涯

学
習

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

市
民

生
活

局
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
生

涯
学

習
課

Ｒ
4
.
4

社
会

情
勢

が
大

き
く

変
化

す
る

中
、

必
要

と
さ

れ
る

｢
学

び
｣
と

は
何

か
を

明
確

に
し

、
生

涯
学

習
を

担
う

様
々

な
主

体
の

指
針

と
す

る
た

め
、

第
2
次

生
涯

学
習

ビ
ジ

ョ
ン

を
策

定
す

る
。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
社
会
教
育

委
員
会
議

9
第

2
期

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

(
ス

ポ
ー

ツ
推

進
プ

ラ
ン

)
策

定
市

民
生

活
局

文
化

･
ス

ポ
ー

ツ
室

R
4
.
6

市
民

の
誰

も
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

心
も

体
も

元
気

に
な

れ
る

地
域

社
会

づ
く

り
を

目
指

し
、

第
2
期

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

と
な

る
｢
ス

ポ
ー

ツ
推

進
プ

ラ
ン

｣
を

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
○

○

№
市

民
参

画
手

続
を

実
施

し
た

政
策

等
の

名
称

担
当

部
署

政
策

等
の

策
定

時
期

旧
優

生
保

護
法

に
よ

り
、

強
制

的
に

不
妊

手
術

及
び

人
工

妊
娠

中
絶

を
さ

れ
た

被
害

者
並

び
に

そ
の

配
偶

者
に

寄
り

添
い

、
必

要
な

施
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

差
別

を
許

さ
な

い
ま

ち
づ

く
り

を
一

層
推

進
す

る
た

め
、

新
た

に
条

例
を

制
定

す
る

。

市
民

に
義

務
を

課
し

､
又

は
､
権

利
を

制
限

す
る

条
例

で
は

な
い

が
、

市
民

の
理

解
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

考
慮

し
て

意
見

公
募

手
続

の
み

を
実

施
し

た
た

め
。

未
達

成
理

由
市

民
参

画
手

続
実

施
の

根
拠

市
民

参
画

手
法

政
策

等
の

概
要
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局
 
名

課
 
名

意
見

公
募

審
議

会
等

意
見

交
換

会
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

公
聴

会
政

策
公

募
そ

の
他

複
数

の
市

民
参

画
手

法
の

併
用

意
見

公
募

手
続

の
実

施
（

条
例

第
６

条
第

２
項

に
該

当
す

る
政

策
等

に
限

る
。

）

1
0

環
境

基
本

計
画

策
定

市
民

生
活

局
環

境
総

務
課

R
4
.
4

環
境

基
本

条
例

に
基

づ
き

、
目

ざ
す

環
境

像
や

施
策

の
基

本
方

針
を

定
め

た
環

境
基

本
計

画
を

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
環
境
審
議

会
○

1
1

一
般

廃
棄

物
処

理
基

本
計

画
改

定
市

民
生

活
局

資
源

循
環

課
R
4
.
4

一
般

廃
棄

物
の

適
正

な
処

理
を

行
う

た
め

、
発

生
抑

制
か

ら
最

終
処

分
に

至
る

ま
で

の
推

進
項

目
を

見
直

す
。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
環
境
審
議

会
○

1
2

第
4
次

地
域

福
祉

計
画

策
定

福
祉

局
地

域
共

生
社

会
室

R
4
.
3

社
会

福
祉

法
第

1
0
7
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

本
市

が
推

進
す

る
地

域
福

祉
の

方
向

性
や

具
体

的
な

取
組

を
示

す
計

画
と

し
て

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
社
会
福
祉

審
議
会

○

1
3

認
知

症
あ

ん
し

ん
ま

ち
づ

く
り

条
例

制
定

福
祉

局
高

齢
者

総
合

支
援

室
R
4
.
3

認
知

症
に

な
っ

て
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
基

本
理

念
、

市
の

責
務

及
び

市
民

等
の

役
割

並
び

に
認

知
症

の
人

等
に

関
す

る
施

策
の

基
本

と
な

る
事

項
を

定
め

る
こ

と
に

つ
き

、
新

た
に

条
例

を
制

定
す

る
。

条
例

第
6
条

第
1

項
○

社
会
福
祉

審
議
会

○

1
4

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
患

者
等

に
対

す
る

支
援

及
び

差
別

禁
止

に
関

す
る

条
例

改
正

感
染

対
策

局
感

染
対

策
統

括
室

R
3
.
1
0

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
予

防
接

種
を

希
望

す
る

全
て

の
市

民
が

、
安

心
し

て
接

種
を

受
け

る
た

め
に

市
が

実
施

す
る

支
援

に
つ

い
て

定
め

る
と

と
も

に
、

接
種

を
受

け
て

い
な

い
者

に
対

す
る

差
別

的
取

扱
い

等
を

禁
止

し
よ

う
と

す
る

も
の

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

拡
大

す
る

状
況

で
、

早
急

に
条

例
改

正
す

る
必

要
が

あ
っ

た
た

め
。

1
5

あ
か

し
健

康
プ

ラ
ン

2
1
(
第

3
次

)
策

定
感

染
対

策
局

健
康

推
進

課
R
4
.
3

市
民

の
健

康
づ

く
り

を
総

合
的

に
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
市

健
康

増
進

計
画

あ
か

し
健

康
プ

ラ
ン

2
1
(
第

3
次

)
を

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
〇

1
6

こ
ど

も
総

合
支

援
条

例
改

正
こ

ど
も

局
明

石
こ

ど
も

セ
ン

タ
ー

総
務

課
R
4
.
3

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
及

び
一

時
保

護
、

施
設

入
所

等
の

措
置

を
受

け
た

こ
ど

も
へ

の
支

援
に

つ
い

て
定

め
よ

う
と

す
る

も
の

。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

○
社
会
福
祉

審
議
会

1
7

水
上

オ
ー

ト
バ

イ
等

の
安

全
な

利
用

の
促

進
に

関
す

る
条

例
制

定
都

市
局

海
岸

･
治

水
課

R
4
.
3

海
域

等
に

お
け

る
水

上
オ

ー
ト

バ
イ

等
の

利
用

に
伴

う
事

故
を

防
止

し
、

海
域

等
利

用
者

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

の
保

護
を

図
る

た
め

、
新

た
に

条
例

を
制

定
す

る
。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

3
号

○

水
上

オ
ー

ト
バ

イ
に

よ
る

人
の

生
命

･
身

体
に

危
険

を
及

ぼ
し

か
ね

な
い

行
為

が
あ

っ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
緊

急
に

条
例

制
定

す
る

必
要

が
あ

っ
た

た
め

。

1
8

第
3
次

交
通

安
全

計
画

策
定

都
市

局
交

通
安

全
課

R
4
.
2

交
通

事
故

ゼ
ロ

の
ま

ち
を

目
指

し
て

、
交

通
安

全
対

策
を

総
合

的
に

定
め

た
計

画
を

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
2

項
2
号

〇
交
通
安
全

対
策
会
議

1
9

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
策

定
都

市
局

住
宅

課
R
3
.
6

市
営

住
宅

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
予

防
保

全
の

観
点

か
ら

修
繕

や
改

善
の

計
画

を
定

め
、

中
長

期
的

な
維

持
管

理
を

実
現

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

策
定

す
る

。

条
例

第
6
条

第
1

項
○

令
和

4
年

度
以

降
の

国
庫

補
助

金
申

請
要

件
に

本
計

画
策

定
が

義
務

づ
け

ら
れ

､
か

つ
､
特

定
の

市
民

が
対

象
と

な
る

も
の

で
あ

る
が

、
入

居
者

等
の

理
解

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

て
意

見
公

募
手

続
の

み
実

施
し

た
た

め
。

2
0

第
3
期

あ
か

し
教

育
プ

ラ
ン

(
教

育
振

興
基

本
計

画
)

策
定

教
育

委
員

会
総

務
課

R
4
.
3

教
育

基
本

法
第

1
7
条

第
2
項

に
基

づ
き

、
第

3
期

あ
か

し
教

育
プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
。

条
例

第
6
条

第
2

項
第

2
号

○
○

№
市

民
参

画
手

続
を

実
施

し
た

政
策

等
の

名
称

担
当

部
署

政
策

等
の

策
定

時
期

未
達

成
理

由
市

民
参

画
手

続
実

施
の

根
拠

市
民

参
画

手
法

政
策

等
の

概
要



10 

 

⑵ 意見公募手続  

 

局
 
名

課
 
名

開
始

日
終

了
日

人
 
数

件
 
数

持
 
参

郵
 
送

F
A
X

メ
ー

ル
そ

の
他

政
策
等
の

案
の
修
正

の
有
無

結
果

の
公

表
方

法
3
0
日

以
上

の
意

見
提

出
期

間
２

以
上

の
方

法
で

実
施

公
表

２
以

上
の

方
法

で
結

果
公

表

1
旧

優
生

保
護

法
被

害
者

等
の

尊
厳

回
復

及
び

支
援

に
関

す
る

条
例

制
定

(
9
月

議
会

)
【

否
決

】
政

策
局

市
長

室
R
3
.
8
.
1
5

R
3
.
8
.
2
9

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー

2
6
0

4
5
2

2
8

9
9

2
7

1
0
6

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

長
室

窓
口

9
月

議
会

に
議

案
提

出
す

る
に

あ
た

り
、

短
期

間
の

意
見

公
募

で
は

あ
る

が
提

出
さ

れ
た

意
見

を
条

例
案

に
反

映
し

よ
う

と
し

た
た

め
。

2
旧

優
生

保
護

法
被

害
者

等
の

尊
厳

回
復

及
び

支
援

に
関

す
る

条
例

制
定

(
1
2
月

議
会

)
政

策
局

市
民

相
談

室
R
3
.
1
0
.
2
0

R
3
.
1
1
.
1
8

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー

2
8
0

2
8
0

1
1

1
6
4

5
7

4
8

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
相

談
室

窓
口

3

あ
か

し
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
計

画
(
第

6
次

長
期

総
合

計
画

)
及

び
あ

か
し

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

前
期

戦
略

計
画

(
ま

ち
･
ひ

と
･
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

(
第

2
期

)
)
策

定

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
3
.
1
2
.
2
0

R
4
.
1
.
1
9

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

1
8

7
4

0
1

1
1
6

0
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

4

工
場

立
地

法
の

特
例

措
置

及
び

周
辺

地
域

に
お

け
る

生
活

環
境

等
の

向
上

に
資

す
る

取
組

の
推

進
に

関
す

る
条

例
制

定
【

否
決

】

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
4
.
1
.
1
5

R
4
.
2
.
1
3

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー

1
1
6

1
1
7

8
1
4

3
6

5
7

1
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

5
す

べ
て

の
人

が
自

分
ら

し
く

生
き

ら
れ

る
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

な
ま

ち
づ

く
り

条
例

制
定

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
9

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー

7
7

1
2
2

4
9

3
1
5

1
0

0
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

6
第

2
次

生
涯

学
習

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

市
民

生
活

局
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
生

涯
学

習
課

R
3
.
1
2
.
1
3

R
4
.
1
.
1
5

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
小

･
中

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

･
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
生

涯
学

習
課

窓
口

4
2
1

0
0

1
3

0
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
小

･
中

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

･
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
生

涯
学

習
課

窓
口

7
第

2
期

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

(
ス

ポ
ー

ツ
推

進
プ

ラ
ン

)
策

定
市

民
生

活
局

文
化

･
ス

ポ
ー

ツ
室

R
4
.
3
.
2
3

R
4
.
4
.
2
2

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
文

化
･
ス

ポ
ー

ツ
室

窓
口

4
1
3

0
0

0
4

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
文

化
･
ス

ポ
ー

ツ
室

窓
口

8
環

境
基

本
計

画
策

定
市

民
生

活
局

環
境

総
務

課
R
3
.
1
2
.
2
0

R
4
.
1
.
1
9

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
環

境
総

務
課

窓
口

6
1
4

0
0

0
6

0
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
環

境
総

務
課

窓
口

9
一

般
廃

棄
物

処
理

基
本

計
画

改
定

市
民

生
活

局
資

源
循

環
課

R
3
.
1
2
.
2
0

R
4
.
1
.
1
9

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
資

源
循

環
課

窓
口

3
1
1

0
0

0
3

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
資

源
循

環
課

窓
口

1
0

第
4
次

地
域

福
祉

計
画

策
定

福
祉

局
地

域
共

生
社

会
室

R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
4

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
地

域
共

生
社

会
室

窓
口

1
3

0
0

1
0

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
地

域
共

生
社

会
室

窓
口

未
達

成
理

由

実
施

の
公

表
方

法

提
出

意
見

の
検

討
意

見
の

提
出

方
法

(
人

数
)

№
市

民
参

画
手

続
を

実
施

し
た

政
策

等
の

名
称

担
当

部
署

意
見

の
提

出
数

募
集

期
間



11 

 

局
 
名

課
 
名

開
始

日
終

了
日

人
 
数

件
 
数

持
 
参

郵
 
送

F
A
X

メ
ー

ル
そ

の
他

政
策
等
の

案
の
修
正

の
有
無

結
果

の
公

表
方

法
3
0
日

以
上

の
意

見
提

出
期

間
２

以
上

の
方

法
で

実
施

公
表

２
以

上
の

方
法

で
結

果
公

表

1
1

認
知

症
あ

ん
し

ん
ま

ち
づ

く
り

条
例

制
定

福
祉

局
高

齢
者

総
合

支
援

室
R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
4

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
地

域
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
高

齢
者

総
合

支
援

室
窓

口

2
1
0

0
0

2
0

0
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
社

会
福

祉
審

議
会

高
齢

者
総

合
支

援
室

窓
口

1
2

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
患

者
等

に
対

す
る

支
援

及
び

差
別

禁
止

に
関

す
る

条
例

改
正

感
染

対
策

局
感

染
対

策
統

括
室

R
3
.
7
.
1

R
3
.
7
.
3
0

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー

3
3

0
0

0
3

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
感

染
対

策
統

括
室

窓
口

1
3

あ
か

し
健

康
プ

ラ
ン

2
1
(
第

3
次

)
策

定
感

染
対

策
局

健
康

推
進

課
R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
7

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
健

康
推

進
課

窓
口

1
1

0
0

0
0

1
有

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
健

康
推

進
課

窓
口

1
4

こ
ど

も
総

合
支

援
条

例
改

正
こ

ど
も

局
明

石
こ

ど
も

セ
ン

タ
ー

総
務

課
R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
4

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
明

石
こ

ど
も

セ
ン

タ
ー

窓
口

0
0

0
0

0
0

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
明

石
こ

ど
も

セ
ン

タ
ー

窓
口

1
5

水
上

オ
ー

ト
バ

イ
等

の
安

全
な

利
用

の
促

進
に

関
す

る
条

例
制

定
都

市
局

海
岸

･
治

水
課

R
3
.
1
2
.
2
4

R
4
.
1
.
2
3

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
海

岸
･
治

水
課

窓
口

3
3

1
0

0
2

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
海

岸
･
治

水
課

窓
口

1
6

第
3
次

交
通

安
全

計
画

策
定

都
市

局
交

通
安

全
課

R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
4

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
交

通
安

全
課

窓
口

1
4

0
0

1
0

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
交

通
安

全
課

窓
口

1
7

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
策

定
都

市
局

住
宅

課
R
3
.
4
.
6

R
3
.
5
.
6

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
住

宅
課

窓
口

0
0

0
0

0
0

0
無

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
住

宅
課

窓
口

1
8

第
3
期

あ
か

し
教

育
プ

ラ
ン

(
教

育
振

興
基

本
計

画
)
策

定
教

育
委

員
会

総
務

課
R
3
.
1
2
.
1
5

R
4
.
1
.
1
4

市
広

報
紙

市
教

育
委

員
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

市
民

セ
ン

タ
ー

行
政

情
報

セ
ン

タ
ー

1
1

0
0

1
0

0
有

市
教

育
委

員
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

教
育

委
員

会
総

務
課

窓
口

7
8
0

1
,
1
2
9

9
7

2
8
1

1
4
2

2
5
8

2
合

 
計

未
達

成
理

由

実
施

の
公

表
方

法

提
出

意
見

の
検

討
意

見
の

提
出

方
法

(
人

数
)

№
市

民
参

画
手

続
を

実
施

し
た

政
策

等
の

名
称

担
当

部
署

意
見

の
提

出
数

募
集

期
間
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⑶ 審議会等手続（「市民参画手続が必要となった政策等一覧」に掲載されている政策等に関するもの） 

 

 

 

 

主な審議事項
開催
実績

根拠 名 称
市職
員

公募
市民

その
他

計 男性 女性
可
否

男
性

女
性

応募
者数

選考
方法

公募を
行わない

理由

可
否

R3
実績

公表
しない
理由

R3
可
否

R3
実績

傍聴

者数

(延)

公開
しない
理由

可
否

R3
実績

委員数
20人以内

委員数
男女それぞれ

３割以上

公募市民
２割以上

（公募可としたも
のに限る。）

委員名簿
の公表

（公表可としたも
のに限る。）

会議の公開
（公開可としたも

のに限る。）

会議録の公表
（公表可としたも

のに限る。）

1

あかしＳＤＧ
ｓ推進計画(第
6次長期総合計
画)及びあかし
ＳＤＧｓ前期
戦略計画(ま
ち･ひと･しご
と創生総合戦
略(第2期))策
定

あかしＳＤＧｓ推
進審議会

ＳＤＧｓ推進
室

R1.12
条例
規則

附属機関の設置に関
する条例
あかしＳＤＧｓ推進
審議会規則

ＳＤＧｓの推進並びに総合
計画の策定及び進捗状況に
ついて、諮問に応じ調査審
議する。

0 6 24 30 14 16 ○ 4 2 14
論文及び
面接

- ○ ○ - 3 ○ 2 16 - ○ ○ 有

市の最上位計画で
ある総合計画を策
定するにあたり、
多くの意見を反映
するため。

新型コロナウイル
ス感染症拡大によ
る緊急事態宣言に
より、オンライン
開催(1回)したた
め。

2

工場立地法の
特例措置及び
周辺地域にお
ける生活環境
等の向上に資
する取組の推
進に関する条
例制定
【否決】

工場緑地のあり方
検討会

ＳＤＧｓ推進
室

R2.11 要綱
工場緑地のあり方検
討会設置要綱

工場緑地面積率等の緩和及
び工場と周辺の生活環境と
の調和に必要な方策等、工
場緑地のあり方を検討す
る。

0 0 10 10 7 3 × - - - -

早期に検討を
開始する必要
があり、公募
手続きに必要
な期間を確保
できなかった
ため。

○ ○ - 3 ○ 3 43 - ○ ○ 有

全6回開催(令
和2年12月～令
和3年12月)
※令和4年1月
廃止

3

すべての人が
自分らしく生
きられるイン
クルーシブな
まちづくり条
例制定

(仮称)あかしイン
クルーシブ条例検
討会

ＳＤＧｓ推進
室

H30.8 要綱
(仮称)あかしインク
ルーシブ条例検討会
設置要綱

(仮称)あかしインクルーシ
ブ条例に盛り込むべき項目
及び内容に関することにつ
いて協議する。

0 0 25 25 19 6 × - - - -

有識者及び当
事者等から意
見を聴く場と
するため。 ○ ○ - 1 ○ 0 - - ○ ○ 有

多くの当事者等か
ら意見を聴く場と
するため。

多くの当事者等か
ら意見を聴く場と
するため。

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、オンライン開
催したため。

4
ジェンダー平
等の推進に関
する条例制定

ジェンダー平等の
実現に関する検討
会

ＳＤＧｓ推進
室

R4.1 要綱
ジェンダー平等の実
現に関する検討会設
置要綱

ジェンダー平等の実現に向
けて必要な制度及び取組の
検討に当たり、有識者等の
意見を聴く。

0 0 10 10 5 5 × - - - -

有識者等から
意見を聴く場
とするため。 ○ ○ - 2 ○ 2 17 - ○ ○ 有

5
第2次生涯学習
ビジョン策定

社会教育委員会議
コミュニティ･
生涯学習課

S62.7
法律
省令
条例

社会教育法
社会教育委員及び公
民館運営審議会の委
員の委嘱の基準を条
例で定めるに当たっ
て参酌すべき基準を
定める省令
社会教育委員の定数
及び任期等に関する
条例

教育委員会に助言するた
め、社会教育に関する諸計
画を立案するほか、諮問に
より研究調査を行う。

0 0 6 6 4 2 × - - - -

法令で委員構
成が定められ
ているため。

○ ○ - 4 ○ 4 1 - ○ ○ 有

6

環境基本計画
策定
一般廃棄物処
理基本計画改
定

環境審議会 環境総務課 H11.6 条例
環境の保全及び創造
に関する基本条例

環境基本計画及び一般廃棄
物の処理に関する基本的な
計画の策定及び変更､保護地
区等の指定並びに年次報告
等について、諮問に応じ調
査審議する。

0 4 12 16 11 5 ○ 2 2 8 論文 - ○ ○ - 4 ○ 2 9 ○ ○ 有

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、非公開で開催
(2回)したため。

7

第4次地域福祉
計画策定
認知症あんし
んまちづくり
条例制定
こども総合支
援条例改正

社会福祉審議会 福祉総務課 H30.4
法律
条例

社会福祉法
社会福祉審議会条例

社会福祉､児童福祉､精神障
害者福祉､特定教育･保育施
設等の利用定員の設定､子ど
も･子育て支援事業計画の策
定及び認定こども園等の認
定等について調査審議す
る。

4 0 36 40 32 8 × - - - -

法で委員構成
が定められて
いるため。

○ ○ - 3 ○ 2 9 - ○ ○ 有

社会福祉に関する
各分野の関係者で
組織する必要があ
るため。

関係機関･団体に対
する充て職である
ため。

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、書面開催(1回)
したため。

各分野の専門
分科会･部会を
開催。民生委
員審査(3回)､
障害者福祉(6
回)､児童福祉
(10回)､高齢者
福祉(1回)

8
第3次交通安全
計画策定

交通安全対策会議 交通安全課 H23.9
法律
条例

交通安全対策基本法
交通安全対策会議条
例

交通安全計画の作成及び陸
上交通の安全に関する総合
的な施策の企画について審
議し、その実施の推進を行
う。

5 2 13 20 14 6 ○ 1 1 2 論文 - ○ ○ - 1 ○ 1 0 - ○ ○ 有

広報あかし及び市
ＨＰで公募した
が、応募者2名に留
まったため。

9 12 136 157 106 51 7 5 24 21 16 95

会議録
の公表

個別
ＨＰ
の

有無

市民参画手続
を実施した政
策等の名称

審議会等の名称 事務局
設置
年月

設置根拠

合　　　計

委員数 委員公募 委員名簿の公表 会議の公開 未達成理由

備 考
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⑷ 意見交換会手続  

 

局
 
名

課
 
名

年
月

日
曜

日
時

 
間

場
 
所

方
 
法

期
 
間

２
週

間
前

ま
で

の
実

施
公

表
２

以
上

の
方

法
で

実
施

公
表

２
以

上
の

方
法

で
開

催
記

録
公

表

1

あ
か

し
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
計

画
(
第

6
次

長
期

総
合

計
画

)
及

び
あ

か
し

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

前
期

戦
略

計
画

(
ま

ち
･
ひ

と
･
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

(
第

2
期

)
)
策

定

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

R
3
.
1
2
.
1
7

R
3
.
1
2
.
1
8

R
3
.
1
2
.
2
2

R
3
.
1
2
.
2
5

R
4
.
1
.
1
6

金 土 水 土 日

1
8
:
3
0
～

2
0
:
0
0

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0

1
8
:
3
0
～

1
9
:
3
0

1
0
:
0
0
～

1
1
:
0
0

1
6
:
0
0
～

1
7
:
0
0

オ
ン

ラ
イ

ン

こ
ど

も
健

康
セ

ン
タ

ー
オ

ン
ラ

イ
ン

大
久

保
市

民
セ

ン
タ

ー
二

見
市

民
セ

ン
タ

ー

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

R
3
.
1
1
.
1
5

～ R
3
.
1
2
.
2
0

対
象

指
定

な
し

4
9

1
4

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

2
第

2
期

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

(
ス

ポ
ー

ツ
推

進
プ

ラ
ン

)
策

定
市

民
生

活
局

文
化

･
ス

ポ
ー

ツ
室

R
4
.
2
.
8

R
4
.
2
.
1
6

火 水

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

市
役

所
対

象
者

へ
直

接
通

知
R
4
.
1
.
1
9

R
4
.
1
.
3
1

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

体
育

協
会

理
事

5
9

3
ー

対
象

者
へ

直
接

通
知

し
た

た
め

。
対

象
者

に
対

し
て

実
施

し
た

た
め

。
対

象
者

へ
開

催
報

告
し

た
た

め
。

1
0
8

1
7

合
 
計

未
達

成
理

由
実

施
の

公
表

意
見

数
開

催
記

録
の

公
表

方
法

№
市

民
参

画
手

続
を

実
施

し
た

政
策

等
の

名
称

担
当

部
署

実
施

日
時

･
場

所
参

加
者

数
参

加
対

象
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⑸ ワークショップ手続  

局
 
名

課
 
名

年
月

日
曜

日
時

 
間

場
 
所

方
 
法

期
 
間

２
週

間
前

ま
で

の
実

施
公

表
２

以
上

の
方

法
で

実
施

公
表

２
以

上
の

方
法

で
開

催
記

録
公

表

1

あ
か

し
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
計

画
(
第

6
次

長
期

総
合

計
画

)
及

び
あ

か
し

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

前
期

戦
略

計
画

(
ま

ち
･
ひ

と
･
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

(
第

2
期

)
)
策

定

政
策

局
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

高
校

生
や

大
学

生
等

を
対

象
と

し
て

、
｢
1
0
年

後
明

石
を

ど
ん

な
ま

ち
に

し
た

い
か

｣
を

テ
ー

マ
に

実
施

す
る

。

R
3
.
5
.
2
9

土
1
0
:
0
0
～

1
2
:
1
5

オ
ン

ラ
イ

ン

市
広

報
紙

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
市

民
セ

ン
タ

ー
行

政
情

報
セ

ン
タ

ー
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

R
3
.
5
.
1
～

R
3
.
5
.
2
9

市
内

在
住

･
在

学
又

は
ゆ

か
り

の
あ

る
高

校
生

･
大

学
生

･
高

等
専

門
学

校
生

･
専

門
学

校
生

等

1
1

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
推

進
室

窓
口

2
環

境
基

本
計

画
策

定
市

民
生

活
局

環
境

総
務

課

明
石

の
環

境
の

将
来

像
や

今
後

の
取

組
を

テ
ー

マ
と

し
て

、
4
回

実
施

す
る

。
※

う
ち

2
回

は
令

和
2
年

度
に

実
施

R
3
.
7
.
2
5

R
3
.
8
.
7

日 土

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0

ウ
ィ

ズ
あ

か
し

7
階

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス

市
広

報
紙

市
民

セ
ン

タ
ー

行
政

情
報

セ
ン

タ
ー

各
コ

ミ
セ

ン
図

書
館

　
な

ど

R
3
.
1
.
1

～
R
3
.
1
.
2
0

R
3
.
2
.
1
5

～
R
3
.
3
.
3

本
テ

ー
マ

に
関

心
の

あ
る

方
4
5

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
環

境
総

務
課

窓
口

3
あ

か
し

健
康

プ
ラ

ン
2
1
(
第

3
次

)
策

定
感

染
対

策
局

健
康

推
進

課

｢
健

康
づ

く
り

の
声

を
集

め
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
｣

と
し

、
健

康
づ

く
り

に
関

す
る

目
指

し
た

い
姿

、
健

康
無

関
心

層
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
話

し
合

う
。

R
3
.
8
.
3

R
3
.
8
.
1
9

火 木

1
4
:
3
0
～

1
6
:
0
0

1
3
:
3
0
～

1
5
:
3
0

市
役

所
議

会
棟

2
階

大
会

議
室

大
久

保
市

民
セ

ン
タ

ー
第

2
･
3
会

議
室

対
象

団
体

へ
直

接
通

知

R
3
.
7
.
6

R
3
.
7
.
2
0

明
石

い
ず

み
会 あ

か
し

健
康

ソ
ム

リ
エ

会

3
2

ー
対

象
団

体
へ

直
接

通
知

し
た

た
め

。
対

象
団

体
に

対
し

て
実

施
し

た
た

め
。

対
象

団
体

へ
開

催
報

告
､
及

び
､
学

識
経

験
者

等
で

構
成

す
る

｢
あ

か
し

健
康

プ
ラ

ン
2
1
(
第

3
次

)
の

策
定

に
向

け
た

懇
談

会
｣
で

報
告

し
た

た
め

。

8
8

合
 
計

参
加

対
象

参
加

者
数

開
催

記
録

の
公

表
方

法

未
達

成
理

由

№
市

民
参

画
手

続
を

実
施

し
た

政
策

等
の

名
称

担
当

部
署

具
体

的
内

容

実
施

日
時

･
場

所
実

施
の

公
表
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⑹ その他の手法  

 

局
 
名

課
 
名

方
 
法

期
 
間

２
週

間
前

ま
で

の
実

施
公

表
２

以
上

の
方

法
で

実
施

公
表

２
以

上
の

方
法

で
結

果
公

表

1
第

2
期

ス
ポ

ー
ツ

振
興

計
画

(
ス

ポ
ー

ツ
推

進
プ

ラ
ン

)
策

定
市

民
生

活
局

文
化

･
ス

ポ
ー

ツ
室

今
後

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
施

策
と

具
体

的
な

取
組

み
を

検
討

し
て

い
く

た
め

の
基

礎
資

料
と

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。

【
期

間
】

R
2
.
1
2
.
1
～

R
2
.
1
2
.
2
8

【
対

象
】

無
作

為
抽

出
し

た
市

内
在

住
の

2
0
歳

以
上

の
人

（
2
,
0
0
0
人

）
対

象
者

へ
郵

送
R
2
.
1
2
.
1
～

R
2
.
1
2
.
2
8

8
5
1

計
画

(
資

料
編

)
に

記
載 ・

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

文
化

･
ス

ポ
ー

ツ
室

窓
口

対
象

者
へ

ア
ン

ケ
ー

ト
を

郵
送

し
た

た
め

。
対

象
者

に
対

し
て

実
施

し
た

た
め

。

2
一

般
廃

棄
物

処
理

基
本

計
画

改
定

市
民

生
活

局
資

源
循

環
課

ご
み

に
関

す
る

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。

【
期

間
】

R
3
.
6
.
1
～

R
3
.
6
.
3
0

【
対

象
】

無
作

為
抽

出
し

た
市

内
在

住
の

1
6
歳

以
上

の
世

帯
主

（
1
,
0
0
0
人

）

市
広

報
紙

対
象

者
へ

郵
送

R
3
.
6
.
1

5
0
6

環
境

審
議

会
資

源
循

環
課

窓
口

ア
ン

ケ
ー

ト
内

容
を

検
討

す
る

審
議

会
の

開
催

が
5
月

2
8
日

で
あ

っ
た

た
め

。

対
象

者
に

対
し

て
実

施
し

た
た

め
。

3
第

4
次

地
域

福
祉

計
画

策
定

福
祉

局
地

域
共

生
社

会
室

市
民

の
福

祉
に

対
す

る
意

識
や

地
域

活
動

へ
の

参
加

状
況

な
ど

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。

【
期

間
】

R
3
.
6
.
2
1
～

R
3
.
7
.
3
1

【
対

象
】

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
、

市
社

会
福

祉
協

議
会

理
事

･
評

議
員

等
、

民
生

委
員

･
児

童
委

員
及

び
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
連

絡
会

（
計

5
4
0
人

）

各
対

象
者

の
会

議
等

へ
出

向
き

、
調

査
協

力
依

頼
を

し
た

う
え

で
調

査
票

を
配

布
し

郵
送

等
に

よ
り

回
収

R
3
.
6
.
2
1
～

R
3
.
7
.
3
1

3
8
9

計
画

本
編

に
記

載
・

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
・

地
域

共
生

社
会

室
窓

口

対
象

団
体

等
へ

調
査

票
を

配
付

し
た

た
め

。
対

象
団

体
等

へ
調

査
票

を
配

付
し

た
た

め
。

4
認

知
症

あ
ん

し
ん

ま
ち

づ
く

り
条

例
制

定
福

祉
局

高
齢

者
総

合
支

援
室

認
知

症
カ

フ
ェ

及
び

認
知

症
家

族
会

に
対

し
て

条
例

素
案

に
つ

い
て

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

た
。

【
期

間
】

R
3
.
7
～

R
3
.
8

【
対

象
】

認
知

症
カ

フ
ェ

(
7
箇

所
)
及

び
認

知
症

家
族

会
(
2
団

体
)
に

参
加

す
る

認
知

症
当

事
者

や
そ

の
家

族
並

び
に

そ
の

運
営

団
体

認
知

症
カ

フ
ェ

の
運

営
団

体
及

び
認

知
症

家
族

会
を

訪
問

し
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

た
（

う
ち

、
認

知
症

カ
フ

ェ
(
2
箇

所
)
に

つ
い

て
は

書
面

で
意

見
聴

取
）

。

R
3
.
7
～

R
3
.
8

9
社

会
福

祉
審

議
会

高
齢

者
総

合
支

援
室

窓
口

対
象

団
体

を
訪

問
し

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
た

た
め

。
対

象
団

体
に

対
し

て
実

施
し

た
た

め
。

5
第

3
期

あ
か

し
教

育
プ

ラ
ン

(
教

育
振

興
基

本
計

画
)
策

定
教

育
委

員
会

総
務

課
教

職
員

や
保

護
者

代
表

に
対

し
て

書
面

で
意

見
を

求
め

た
。

【
期

間
】

R
3
.
1
0
.
5
～

R
3
.
1
0
.
2
1

 
 
 
 
 
 
 
 
R
3
.
1
1
.
1
6
～

R
3
.
1
2
.
8

【
対

象
】

小
学

校
、

中
学

校
、

特
別

支
援

学
校

及
び

幼
稚

園
等

就
学

前
施

設
(
私

立
含

む
)
の

教
職

員
･
保

護
者

代
表

学
校

園
長

及
び

保
育

所
長

(
私

立
含

む
)
へ

教
職

員
等

の
意

見
集

約
を

依
頼

R
3
.
1
0
.
5

R
3
.
1
1
.
1
6

4
4

市
教

育
委

員
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

教
育

委
員

会
総

務
課

窓
口

学
校

園
長

及
び

保
育

所
所

長
へ

依
頼

し
た

た
め

。

学
校

園
長

会
(
市

教
育

委
員

会
内

)
及

び
保

育
所

長
会

(
私

立
含

む
)
で

主
旨

説
明

の
う

え
、

メ
ー

ル
で

依
頼

し
た

た
め

。

1
,
7
9
9

合
 
計

未
達

成
理

由
参
加
者
数

･
提
出
数

な
ど

結
果

の
公

表
方

法
№

市
民

参
画

手
続

を
実

施
し

た
政

策
等

の
名

称

担
当

部
署

具
体

的
内

容
実

施
方

法

(
日

時
･
期

間
･
場

所
･
対

象
者

な
ど

)

実
施

の
公

表
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２．制定･改廃に当たり市民参画手続の対象外とした政策等(条例･計画) 

  ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹

法
令

(法
律

､
法

律
に

基
づ

く
命

令
(告

示
を

含
む

。
)並

び
に

条
例

及
び

規
則

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
)に

基
づ

く
事

項
で

、
市

長
等

に
お

い
て

裁
量

の
余

地
が

な
い

も
の

市
長

等
の

機
関

内
部

の
事

務
処

理
に

関
す

る
も

の

関
係

法
令

の
改

正
に

伴
う

規
定

の
整

備
そ

の
他

軽
易

な
事

項
で

あ
る

も
の

特
に

緊
急

の
必

要
の

た
め

作
成

す
べ

き
も

の
で

あ
っ

て
、

市
民

参
画

手
続

を
行

う
暇

が
な

い
も

の

※
｢
区

分
｣
の

Ａ
､
Ｃ

は
、

｢
４

．
市

民
参

画
手

続
の

実
施

に
関

す
る

判
断

基
準

･
フ

ロ
ー

図
及

び
実

施
の

原
則

｣
の

｢
①

 判
断

基
準

｣
に

記
載

の
図

に
あ

る
Ａ

､
Ｃ

を
指

し
ま

す
。

※
｢
実

施
し

な
か

っ
た

理
由

｣
の

判
断

基
準

①
～

⑩
は

、
｢
４

．
市

民
参

画
手

続
の

実
施

に
関

す
る

判
断

基
準

･
フ

ロ
ー

図
及

び
実

施
の

原
則

｣
の

｢
①

 判
断

基
準

｣
の

表
１

に
記

載
の

①
～

⑩
を

指
し

ま
す

。

※
参

考
：

市
民

参
画

条
例

第
6
号

第
3
項

各
号

市
税

の
賦

課
徴

収
に

関
す

る
も

の
(地

方
税

法
第

5
条

第
3
項

又
は

第
7
項

の
規

定
に

よ
り

税
目

を
起

こ
す

こ
と

そ
の

他
市

長
が

特
に

必
要

と
認

め
る

事
項

を
除

く
。

)そ
の

他
金

銭
の

徴
収

に
関

す
る

も
の

予
算

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

補
助

金
そ

の
他

の
金

銭
の

給
付

に
関

す
る

も
の

＜
条
例
＞

番
号

公
布

年
月

日
件

　
　

名
要

　
　

旨
区 分

実
施

し
な

か
っ

た
理

由
担

当
課

1
R
3
.
6
.
2
9

固
定

資
産

評
価

審
査

委
員

会
条

例
の

一
部

を
改

正

す
る

条
例

固
定

資
産

の
評

価
に

係
る

審
査

手
続

の
簡

素
化

を
図

る
た

め
、

審
査

申
出

書
そ

の
他

の
書

類
へ

の
押

印
を

不
要

と
す

る
ほ

か
、

所
要

の
整

備
を

図
る

。
Ｃ

判
断

基
準

⑦
税

制
課

2
R
3
.
6
.
2
9

債
権

の
管

理
に

関
す

る
条

例
及

び
後

期
高

齢
者

医

療
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例

地
方

税
法

の
一

部
改

正
に

準
じ

、
延

滞
金

の
割

合
の

特
例

に
係

る
規

定
の

整
備

を
行

う
。

Ｃ
判

断
基

準
⑧

税
制

課
長

寿
医

療
課

3
R
3
.
6
.
2
9

国
民

健
康

保
険

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

国
民

健
康

保
険

料
に

係
る

基
礎

賦
課

限
度

額
の

引
上

げ
を

行
う

と
と

も
に

、
関

係
法

令
の

一
部

改
正

に
伴

う
所

要
の

整
備

を
行

う
。

Ａ
条

例
第

6
条

第
3
項

第
1
号

国
民

健
康

保
険

課

4
R
3
.
6
.
2
9

市
営

住
宅

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

市
営

住
宅

の
有

効
活

用
を

図
る

と
と

も
に

、
障

害
者

そ
の

他
の

要
配

慮
者

が
地

域
で

安
心

し
て

生
活

で
き

る
住

宅
を

確
保

す
る

た
め

、
社

会
福

祉
法

人
等

が
一

定
の

社
会

福
祉

事
業

を
運

営
す

る
に

当
た

り
、

普
通

市
営

住
宅

以
外

の
市

営
住

宅
も

使
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
Ｃ

判
断

基
準

①
住

宅
課

5
R
3
.
1
0
.
1

職
員

定
数

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

本
市

の
人

口
増

加
、

高
齢

化
の

進
展

等
に

伴
い

、
救

急
災

害
出

動
体

制
等

を
充

実
さ

せ
る

た
め

、
消

防
職

員
の

定
数

を
改

め
る

。
Ｃ

判
断

基
準

⑦
職

員
室

6
R
3
.
1
0
.
1

市
税

条
例

等
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
令

和
3
年

度
税

制
改

正
に

お
け

る
地

方
税

法
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

軽
自

動
車

税
に

係
る

課
税

体
系

を
見

直
す

こ
と

の
ほ

か
、

所
要

の
整

備
を

図
る

。
Ａ

条
例

第
6
条

第
3
項

第
1
号

税
制

課

7
R
3
.
1
0
.
1

戸
籍

･
住

民
票

関
係

手
数

料
徴

収
条

例
の

一
部

を

改
正

す
る

条
例

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
法

律
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

個
人

番
号

カ
ー

ド
を

発
行

す
る

主
体

が
、

市
か

ら
地

方
公

共
団

体
情

報
シ

ス
テ

ム
機

構
に

変
更

さ
れ

た
た

め
、

当
該

カ
ー

ド
の

再
交

付
に

係
る

本
市

の
手

数
料

を
廃

止
す

る
。

Ａ
条

例
第

6
条

第
3
項

第
3
号

市
民

課

8
R
3
.
1
2
.
2
4

建
設

関
係

手
数

料
徴

収
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る

条
例

住
宅

の
品

質
確

保
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
の

認
定

に
係

る
市

の
審

査
項

目
が

増
加

し
た

こ
と

か
ら

、
当

該
審

査
の

事
務

に
係

る
手

数
料

を
増

額
す

る
ほ

か
、

所
要

の
整

備
を

図
る

。
Ｃ

判
断

基
準

④
建

築
安

全
課
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 番
号

公
布

年
月

日
件

　
　

名
要

　
　

旨
区 分

実
施

し
な

か
っ

た
理

由
担

当
課

9
R
3
.
1
2
.
2
4

国
民

健
康

保
険

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

産
科

医
療

補
償

制
度

の
掛

金
の

減
額

に
伴

い
出

産
育

児
一

時
金

の
加

算
額

を
減

額
す

る
一

方
、

少
子

化
対

策
と

し
て

の
重

要
性

に
鑑

み
、

出
産

育
児

一
時

金
の

基
礎

額
を

増
額

し
、

出
産

育
児

一
時

金
の

総
額

を
維

持
す

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑤

国
民

健
康

保
険

課

1
0

R
3
.
1
2
.
2
4

下
水

道
条

例
及

び
水

道
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る

条
例

地
方

自
治

法
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

現
行

の
指

定
代

理
納

付
者

制
度

に
代

え
て

、
指

定
納

付
受

託
者

制
度

が
導

入
さ

れ
る

た
め

、
規

定
の

整
備

を
図

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑧

下
水

道
総

務
課

水
道

局

1
1

R
4
.
3
.
3
0

個
人

情
報

保
護

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

引
用

法
令

の
改

廃
に

伴
い

、
規

定
の

整
備

を
図

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑧

市
民

相
談

室

1
2

R
4
.
3
.
3
0

職
員

の
勤

務
時

間
そ

の
他

の
勤

務
条

件
に

関
す

る

条
例

及
び

職
員

の
育

児
休

業
等

に
関

す
る

条
例

の

一
部

を
改

正
す

る
条

例

職
員

の
出

産
、

育
児

等
と

仕
事

の
両

立
を

支
援

す
る

た
め

、
国

家
公

務
員

の
取

扱
い

に
準

じ
て

、
不

妊
治

療
の

た
め

の
休

暇
制

度
を

新
設

す
る

と
と

も
に

、
育

児
休

業
を

取
得

し
や

す
い

制
度

及
び

環
境

を
整

備
す

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑥

職
員

室

1
3

R
4
.
3
.
3
0

特
別

職
の

職
員

で
非

常
勤

の
も

の
の

報
酬

及
び

費

用
弁

償
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例

兵
庫

県
の

学
校

医
及

び
学

校
歯

科
医

の
報

酬
の

取
扱

い
に

準
じ

て
、

本
市

の
学

校
医

及
び

学
校

歯
科

医
の

報
酬

の
上

限
額

の
改

定
を

行
う

。

Ｃ
判

断
基

準
⑥

学
校

教
育

課

1
4

R
4
.
3
.
3
0

市
立

学
校

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

市
立

大
久

保
南

幼
稚

園
及

び
市

立
二

見
北

幼
稚

園
を

幼
稚

園
型

認
定

こ
ど

も
園

と
し

て
認

定
す

る
こ

と
に

伴
い

、
所

要
の

整
備

を
図

る
。

Ｃ
判

断
基

準
②

こ
ど

も
育

成
室

1
5

R
4
.
3
.
3
0

児
童

福
祉

施
設

の
設

備
及

び
運

営
に

関
す

る
基

準

を
定

め
る

条
例

の
一

部
を

改
正

す
る

条
例

民
法

の
一

部
改

正
に

伴
い

、
成

年
年

齢
が

1
8
歳

に
引

き
下

げ
ら

れ
た

た
め

、
所

要
の

整
備

を
図

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑧

明
石

こ
ど

も
セ

ン
タ

ー
総

務
課

1
6

R
4
.
3
.
3
0

消
防

団
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
消

防
団

員
を

確
保

し
、

も
っ

て
地

域
防

災
力

の
充

実
を

図
る

た
め

、
国

の
基

準
に

準
じ

て
消

防
団

員
の

報
酬

額
を

引
き

上
げ

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑥

消
防

局
総

務
課

1
7

R
4
.
3
.
3
0

消
防

団
員

等
公

務
災

害
補

償
条

例
の

一
部

を
改

正

す
る

条
例

消
防

団
員

等
公

務
災

害
補

償
等

責
任

共
済

等
に

関
す

る
法

律
の

一
部

改
正

に
伴

い
、

所
要

の
整

備
を

図
る

。
Ｃ

判
断

基
準

⑧
消

防
局

総
務

課

1
8

R
4
.
3
.
3
0

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
等

の
一

部
を

改
正

す

る
条

例

人
事

院
勧

告
に

基
づ

く
国

家
公

務
員

の
給

与
改

定
の

取
扱

い
に

準
じ

て
、

本
市

一
般

職
の

職
員

の
期

末
手

当
の

支
給

率
を

改
定

す
る

ほ
か

、
所

要
の

整
備

を
図

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑥

職
員

室

1
9

R
4
.
3
.
3
0

特
別

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
等

の
一

部

を
改

正
す

る
条

例

人
事

院
勧

告
を

踏
ま

え
た

本
市

一
般

職
の

職
員

の
給

与
改

定
の

取
扱

い
に

準
じ

て
、

本
市

特
別

職
の

職
員

の
期

末
手

当
の

支
給

率
を

改
定

す
る

ほ
か

、
所

要
の

整
備

を
図

る
。

Ｃ
判

断
基

準
⑥

職
員

室

＜
計
画
＞
　
該
当
な
し
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３．令和 3 年度に設置していた市民参画条例の評価の対象となる審議会等の状況  

主な審議事項
開催
実績

根拠 名 称
市職
員

公募
市民

その
他

計 男性 女性
可
否

男
性

女
性

応募
者数

選考
方法

公募を
行わない

理由

可
否

R3
実績

公表
しない
理由

R3
可
否

R3
実績

傍聴

者数

(延)

公開
しない
理由

可
否

R3
実績

委員数
20人以内

委員数
男女それぞれ

３割以上

公募市民
２割以上

（公募可としたも
のに限る。）

委員名簿
の公表

（公表可としたも
のに限る。）

会議の公開
（公開可としたも

のに限る。）

会議録の公表
（公表可としたも

のに限る。）

1
あかしＳＤＧｓ推
進審議会

ＳＤＧｓ推進
室

R1.12
条例
規則

附属機関の設置に関
する条例
あかしＳＤＧｓ推進
審議会規則

ＳＤＧｓの推進並びに総合
計画の策定及び進捗状況に
ついて、諮問に応じ調査審
議する。

0 6 24 30 14 16 ○ 4 2 14
論文及び
面接

- ○ ○ - 3 ○ 2 16 - ○ ○ 有

市の最上位計画で
ある総合計画を策
定するにあたり、
多くの意見を反映
するため。

新型コロナウイル
ス感染症拡大によ
る緊急事態宣言に
より、オンライン
開催(1回)したた
め。

2
工場緑地のあり方
検討会

ＳＤＧｓ推進
室

R2.11 要綱
工場緑地のあり方検
討会設置要綱

工場緑地面積率等の緩和及
び工場と周辺の生活環境と
の調和に必要な方策等、工
場緑地のあり方を検討す
る。

0 0 10 10 7 3 × - - - -

早期に検討を
開始する必要
があり、公募
手続きに必要
な期間を確保
できなかった
ため。

○ ○ - 3 ○ 3 43 - ○ ○ 有

全6回開催(令
和2年12月～令
和3年12月)
※令和4年1月
廃止

3
(仮称)あかしイン
クルーシブ条例検
討会

ＳＤＧｓ推進
室

H30.8 要綱
(仮称)あかしインク
ルーシブ条例検討会
設置要綱

(仮称)あかしインクルーシ
ブ条例に盛り込むべき項目
及び内容に関することにつ
いて協議する。

0 0 25 25 19 6 × - - - -

有識者及び当
事者等から意
見を聴く場と
するため。 ○ ○ - 1 ○ 0 - - ○ ○ 有

多くの当事者等か
ら意見を聴く場と
するため。

多くの当事者等か
ら意見を聴く場と
するため。

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、オンライン開
催したため。

4
ジェンダー平等の
実現に関する検討
会

ＳＤＧｓ推進
室

R4.1 要綱
ジェンダー平等の実
現に関する検討会設
置要綱

ジェンダー平等の実現に向
けて必要な制度及び取組の
検討に当たり、有識者等の
意見を聴く。

0 0 10 10 5 5 × - - - -

有識者等から
意見を聴く場
とするため。 ○ ○ - 2 ○ 2 17 - ○ ○ 有

5 社会教育委員会議
コミュニティ･
生涯学習課

S62.7
法律
省令
条例

社会教育法
社会教育委員及び公
民館運営審議会の委
員の委嘱の基準を条
例で定めるに当たっ
て参酌すべき基準を
定める省令
社会教育委員の定数
及び任期等に関する
条例

教育委員会に助言するた
め、社会教育に関する諸計
画を立案するほか、諮問に
より研究調査を行う。

0 0 6 6 4 2 × - - - -

法令で委員構
成が定められ
ているため。

○ ○ - 4 ○ 4 1 - ○ ○ 有

6 環境審議会 環境総務課 H11.6 条例
環境の保全及び創造
に関する基本条例

環境基本計画及び一般廃棄
物の処理に関する基本的な
計画の策定及び変更､保護地
区等の指定並びに年次報告
等について、諮問に応じ調
査審議する。

0 4 12 16 11 5 ○ 2 2 8 論文 - ○ ○ - 4 ○ 2 9 ○ ○ 有

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、非公開で開催
(2回)したため。

7 社会福祉審議会 福祉総務課 H30.4
法律
条例

社会福祉法
社会福祉審議会条例

社会福祉､児童福祉､精神障
害者福祉､特定教育･保育施
設等の利用定員の設定､子ど
も･子育て支援事業計画の策
定及び認定こども園等の認
定等について調査審議す
る。

4 0 36 40 32 8 × - - - -

法で委員構成
が定められて
いるため。

○ ○ - 3 ○ 2 9 - ○ ○ 有

社会福祉に関する
各分野の関係者で
組織する必要があ
るため。

関係機関･団体に対
する充て職である
ため。

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、書面開催(1回)
したため。

各分野の専門
分科会･部会を
開催。民生委
員審査(3回)､
障害者福祉(6
回)､児童福祉
(10回)､高齢者
福祉(1回)

8
地域自立支援協議
会

障害福祉課 H22.2
法律
要綱

障害者の日常生活及
び社会生活を総合的
に支援するための法
律
地域自立支援協議会
設置要綱

障害者計画及び障害福祉計
画の策定のための審議等を
行うとともに、同計画に定
めた施策の推進について評
価等を行う。

0 4 12 16 12 4 ○ 3 1 9 論文 - ○ ○ - 1 ○ 0 - - ○ × 有

各団体からの推薦
を基に委嘱してい
るため。

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、書面開催した
ため。

新型コロナウイル
ス感染症対策によ
り、書面開催した
ため。

9 都市計画審議会 都市総務課 H12.4
法律
条例

都市計画法
都市計画審議会条例

諮問に応じ、都市計画に関
する事項を調査審議する。

0 0 13 13 11 2 × - - - -

都市計画の基
本理念や土木･
建築等に関す
る技術的な専
門知識が必要
なため。

○ ○ - 3 ○ 3 4 - ○ ○ 有

関係機関からの推
薦を基に委嘱して
いるため。

10 都市景観審議会 都市総務課 H4.6 条例 都市景観条例
諮問に応じ、都市景観の形
成に必要な事項について、
調査審議する。

0 2 6 8 5 3 ○ 1 1 2 - - ○ ○ - 1 ○ 1 0 - ○ ○ 有

11 交通安全対策会議 交通安全課 H23.9
法律
条例

交通安全対策基本法
交通安全対策会議条
例

交通安全計画の作成及び陸
上交通の安全に関する総合
的な施策の企画について審
議し、その実施の推進を行
う。

5 2 13 20 14 6 ○ 1 1 2 論文 - ○ ○ - 1 ○ 1 0 - ○ ○ 有

広報あかし及び市
ＨＰで公募した
が、応募者2名に留
まったため。

12
市立学校通学区域
審議会

教育委員会総
務課

S41.10
条例
規則

教育委員会附属機関
の設置に関する条例
市立学校通学区域審
議会規則

市立学校の通学区域の設定､
変更等に関する教育委員会
の諮問に応じて、調査審議
し、答申する。

1 0 9 10 8 2 × - - - -

市民生活に直
接的な影響が
ある通学区域
の変更等が審
議事項であ
り、審議の中
立性の確保が
必要なため。

○ ○ - 1 ○ 1 1 - ○ ○ 有

各団体からの推薦
を基に委嘱してい
るため。

10 18 176 204 142 62 11 7 35 27 21 100

未達成理由

備 考

合　　　計

委員数 委員公募 委員名簿の公表 会議の公開
会議録
の公表

個別
ＨＰ
の

有無

審議会等の名称 事務局
設置
年月

設置根拠
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４．市民参画手続の実施に関する判断基準･フロー図及び実施の原則  

① 判断基準  

Ⅰ 市民参画条例第６条第１項に基づき市民参画手続を実施すべき政策等  

市民参画条例第６条第２項で市民参画手続を実施しなければならない対象事項を定め

ていますが、それ以外の政策等については第１項で｢市民の関心及び政策等の市民に与え

る影響その他政策等の内容を勘案し、市民参画が必要と認められる場合｣に手続を実施す

るものと定めています。  

手続の実施の必要性を判断するにあたり、所管部署ごとの認識の隔たりをなくすととも

に、費用対効果についても考慮し、実質的な市民参画を推進するため、次のとおり基準を

設けています。  

なお、運用にあたっては、基準を画一的、限定的に捉えて必要性を判断するのではなく、

政策等の内容や市民の関心､市民に与える影響等を踏まえて総合的に判断します。  

また、判断にあたっての流れは、｢②  フロー図｣にまとめています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔市民参画手続の実施の必要性が低いＣ部分に位置付ける判断基準〕【表１】  

 判断基準  

関
心
・
影
響 

①  特定の事業者等対象者が限定されるもの  

②  特定の地域の市民にしか影響を及ぼさないもの  

③  市の財政に及ぼす影響が小さいもの  

内
容
等 

④  金銭徴収に関するもの  

⑤  予算で定まった金銭給付施策に関するもの  

⑥  法令等に基づく事項で、市長等に裁量の余地がないもの  

⑦  市長等の機関内部の事務処理に関するもの  

⑧  関係法令の改正に伴う規定整備などの軽易な内容のもの  

⑨  特に緊急を要するもので、市民参画手続を行う暇がないもの  

⑩  方針等の策定段階で市民参画手続を実施しており、その推進等を行うために実施す

るもの  

※Ａ又はＢに位置付けられる政策等であっても、既存の法令の規定により、意見公募手続、審議会の

設置、その他の市民の意見等を聴く手続を行った場合は、市民参画条例に基づく参画手続を実施す

ることを要しない（条例第 10 条）。  

 

 

 

 

 

 

  

 

《第６条第２項の対象事項》  

 

Ａ  

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

Ｃ  

市 民 参 画 手 続 の 実 施 の 必 要 性 が 少 な いＣ部分に位置付ける政策等の判断基準を 明 確 に す る こ と で 、

市 民 参 画 手 続 の 実 施 が 必 要 な 政 策 等 を 判 断 す る 。  

市が実施する政策等  

市民参画手続の実施の必要性  低  高  

政 策 等 の 類

型 に 応 じ て

固 定 的 に 判

断 さ れ る も

のではなく、

実 施 の 状 況

等 に よ っ て

変わりうる  

第 6 条第３項に基づく除外事項  

 《第６条第１項に基づき  

実 施 の 必 要 性 を 判 断 す べ き 政 策

等》  
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Ⅱ 市民参画条例に定める基準の例外  

市民参画条例第８条､第９条及び第１１条から第１８条までに定める基準 (複数の市民

参画手法の併用､意見公募手続の３０日以上の意見提出期間､審議会等手続の委員数や公

募市民の割合など )について、市の努力だけでは将来にわたって達成が不可能なものや、

一律に当てはめることが合理的でないものがあります。  

そのようなものについては、表２に例示するような適正と判断できる理由があれば、基

準の例外として取り扱うこととします。但し、安易に基準の例外とするのではなく、本当

に基準が達成できないかを慎重に判断するとともに、例外としたものについても適宜見直

しを行うこととなっています。  

 

【表２】  

 適正と判断できる理由  適正と判断できない理由  

基
本
的
事
項 

【複数手法の実施】  

・影響を及ぼす相手が限定され、その相手先の

関係団体等の意見を別途聞いているため。  

・複数年度にわたり制定 ､改廃の検討作業を行

うもので、市民参画手続を前年度に実施済み

又は次年度に実施予定のため。  

 

【期間】  

・突発的な事例､想定外の事例が生じたため  

（例：国会の法案成立等により、急遽条例改正

等で対応する必要が生じた  等）  

・事務のスケジュール上 (○月に条例案を議会

に上程する必要がある等 )条例に定められた

期間を設けることができなかったため。  

【結果等の公表】  

・個人情報など非公開情報を取り扱うため。   

意
見
公
募 

【意見公募手続の実施】  

・複数年度にわたり制定 ､改廃の検討作業を行

うもので、市民参画手続を前年度に実施済み

又は次年度に実施予定のため。  

 
 【委員数・市民公募】  

審
議
会
等 

・委員構成が法律･条例･規則に規定されている

ため。但し、条例･規則については、改正の必

要性の指摘もありうる。  

・地域･各種団体から委員を選任する必要があ

るため。  

⇒地域選出委員 ､団体代表委員に限定する理

由が明確な場合、市民公募では困難である。 

・専門的な知識を要するため。  

⇒審議にあたり必要とされる知識が専門的で

あることに限定する理由に乏しく、市民公

募委員でも可能であると判断できる。  

・地域･各種団体から委員を選任しているため。 

⇒地域選出委員､団体代表委員に限定する根拠

に乏しい場合、市民公募委員でも可能である

と判断できる。  

 【男女比】  

 

・専門的な知識を要する者や地域 ･各種団体の

代表者の選任が必要で、それらに女性が少な

いため。  

⇒地域･各種団体から選任する者を、各団体の

代表者とする必要性が明確な場合、男女比

を操作することは困難である。  

・専門的な知識を要する者や地域 ･各種団体か

らの選任が多く、それらに女性が少ないため。 

⇒地域 ･各種団体からの代表として女性を 選

任できる余地がある。  
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 適正と判断できる理由  適正と判断できない理由  

 【委員名簿の公表】  

 

・審議会等で専門的な見地から判定･認定等を

行うにあたり、公平性を確保する必要がある

ため。  

⇒名簿を公開することで判定 ･認定等に不都

合が生じる理由が明確である。  

・審議会等で審議するにあたり、公平性を確保

する必要があるため。  

⇒名簿を公開することで判定に不都合が生じ

る理由が明確でなく、公開可能と判断でき

る。  

審
議
会
等 

【会議・会議録の公開】  

・審議内容が専門的な見地から判定･認定等を

行うものであり、審査の公平性･中立性を確保

する必要があるため。  

⇒公開することで、次回以降の審査等に影響

が出る可能性が高い。  

・法令により非公開となっているため。  

・審議の公平性･中立性を確保する必要がある

ため。  

⇒公開したとしても、次回以降の審議に影響

が出る可能性が低いと判断できる。  

 

 

 

 

Ⅲ 市民参画条例に基づく市民参画手法として実施し、市民参画推進会議が評価の対象とする審議会等 

市が設置する審議会等には、特定の政策等の決定などにあたり設置するもののほかに、

各部署の経常的な事業の実施にあたり設置しているものが多く、一律に市民参画条例に基

づく評価の対象とすることは合理的ではありません。そこで、条例に基づく市民参画手法

として実施し、市民参画推進会議が評価の対象とする審議会等の範囲を表３のとおり定め

ています。  

 

【表３】  

評価の対象とする審議会等  評価の対象としない審議会等  

・特定の政策等の決定などにあたり、諮問事

項等について調査審議する審議会等  

 

 

・経常的な案件について判定･認定等を行う

審議会等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の策定や改訂､重要な内容

の変更について審議する場合  

年次報告や進捗管理のような経常的

な案件について審議する場合  
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② フロー図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市が実施する政策等  

第６条第２項に定める市民参画手続を実施し

なければならない「対象事項」に該当するか？  

実 施 し な い  

こ と が で きる  

Yes No 

第６条第３項の除外事項に該当するか？  

実 施 し な けれ ば  

な ら な い  

実施する政策等について、下記判断基準により市民参画手続の実施の必要性を判断する。  

（下記項目に該当する政策等であれば、参画手続の実施の必要性が低い）  

No Yes 

Ａ  

第６条第１項に定める「必要と認

められる場合」に該当するか？  

Ｂ  Ｃ  又は  

実 施 し な か っ た 場 合 は 、 政 策 等 を 公 表 す る 日

と 同 時 期 に 市 民 参 画 手 続 を 実 施 し な か っ た 旨

と そ の 理 由 を 公 表  

【上記①～⑩の判断基準についての留意点】  

・①、②の基準の考え方により実施の必要性が低いと判断した政策等であっても、特定の関係者に対する説

明会等の意見交換の機会を持つ必要がある場合も考えられる。  

・内容等における基準の④～⑨については、条例第 6 条第２項の対象事項に該当する政策等についての第３

項の除外事項と同様の考え方となる。  

・②の基準の考え方は、対象となる政策等を特定の地域の市民にしか係らないものと捉えるのではなく、特

定の地域内のことでその地域の市民だけで決められるものと捉えるものとする。  

実 施 の 必 要性 が 低 い  

上記①～⑩の判断基準に該当するか？  

No Yes 

実 施 の 必 要性 が 認 め ら れ る  

Ｂ  Ｃ  

①
特
定
の
事
業
者
等
対
象
者
が

限
定
さ
れ
る
も
の 

②
特
定
の
地
域
の
市
民
に
し
か

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の 

③
市
の
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
が

小
さ
い
も
の 

関心・影響  内容等  

⑤
予
算
で
定
ま
っ
た
金
銭
給
付

施
策
に
関
す
る
も
の 

⑥
法
令
等
に
基
づ
く
事
項
で
、

市
長
等
に
裁
量
の
余
地
が
な

い
も
の 

⑦
市
長
等
の
機
関
内
部
の
事
務

処
理
に
関
す
る
も
の 

⑩
方
針
等
の
策
定
段
階
で
市
民

参

画

手

続

を

実

施

し

て

お

り
、
そ
の
推
進
等
を
行
う
た

め
に
実
施
す
る
も
の 

⑨

特

に

緊

急

を

要

す

る

も

の

で
、
市
民
参
画
手
続
を
行
う

暇
が
な
い
も
の 

④
金
銭
徴
収
に
関
す
る
も
の 

⑧
関
係
法
令
の
改
正
に
伴
う
規

定
整
備
な
ど
の
軽
易
な
内
容

の
も
の 
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③ 実施の原則  

 市民参画手続は、市民参画条例第６条第１項に定める｢市民の関心及び政策等の市民に与え

る影響その他政策等の内容を勘案し、市民参画が必要と認められる場合｣、また、第６条第２

項に定める｢対象事項｣について実施する場合に関わらず、原則として、複数の手法を併用して

実施するものとされています (条例第８条第３項 )。複数の手法で実施しなかった場合は、市民

に理解を得られる明確な理由が必要です。  

 また、第６条第２項に定める｢対象事項｣についての市民参画手続には、複数の手法の１つに

意見公募手続を実施する必要があります (条例第８条第４項 )。  

 なお、複数の手法で実施するイメージは、次の図のとおりです。  

 

 

【複数手法での市民参画のイメージ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この例では、政策等策定の方針決定にあたってアンケートにより市民ニーズを把握の

うえ、方針決定し、政策等の案の策定は審議会等に検討させ、中間で市民の意見を反映

させるために意見交換会を実施し、審議会等で策定した最終案について意見公募を行い

政策等の案の意思決定を行っている。  

方
針
決
定
段
階 

企
画
・
立
案
段
階 

意
思
決
定 

アンケート  審議会等  

意見交換会  

最終案  

意見公募手続  

市民ニーズの

把握等  


